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日
露
戦
争
の
傷
病
兵
と
地
域
社
会
「
名
誉
の
負
傷
」
を
め
ぐ
っ
て
今
西
聡
子
は
じ
め
に
近
年
、
日
常
社
会
に
お
け
る
軍
隊
の
存
在
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
研
究
が
、
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
軍
都
の
形
成
と
都
市
問
題
、
軍
事
演
習
や
在
郷
軍
人
会
と
地
域
の
関
係
、
戦
死
者
の
慰
霊
や
顕
彰
の
あ
り
方
、
軍
隊
と
地
域
振
興
の
関
係
な
ど
、
軍
隊
の
存
在
が
地
域
社
会
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
様
々
な
切
り
口
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
軍
隊
の
社
会
史
」
と
も
言
う
べ
き
研
究
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
稿
で
は
戦
争
や
軍
隊
と
地
域
社
会
と
の
関
係
や
相
互
作
用
に
つ
い
て
、
傷
病
兵
を
め
ぐ
る
問
題
を
通
し
て
考
察
し
た
い
。
傷
病
兵
の
中
で
も
戦
闘
に
よ
っ
て
四
肢
や
両
眼
を
失
う
な
ど
の
重
傷
を
負
っ
た
者
が
、「
不
具
」
の
身
と
な
っ
て
戦
後
の
社
会
を
生
き
て
い
く
の
は
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
経
済
的
に
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
戦
争
や
軍
隊
と
地
域
社
会
を
め
ぐ
る
問
題
を
考
え
る
時
、
こ
の
よ
う
な
障
害
を
負
っ
た
兵
士
、
い
わ
ゆ
る
「
癈
兵
」
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
戦
争
が
終
わ
り
人
々
に
平
穏
な
日
常
が
戻
っ
て
も
、
癈
兵
の
身
体
は
元
に
戻
ら
な
い
。
除
隊
し
て
故
郷
に
帰
っ
た
彼
ら
の
日
常
に
、
地
域
社
会
は
ど
う
向
き
合
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
癈
兵
が
日
本
で
初
め
て
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
日
露
戦
争
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
癈
三
日
露
戦
争
の
傷
病
兵
と
地
域
社
会
兵
問
題
は
日
露
戦
時
中
に
は
ほ
と
ん
ど
顕
在
化
し
て
い
な
い
。
市
井
の
人
々
は
、
ま
る
で
癈
兵
な
ど
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
に
「
名
誉
の
負
傷
」
に
歓
声
を
上
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
戦
時
中
に
喝
采
を
送
っ
て
い
た
地
域
の
人
々
や
喝
采
を
浴
び
て
歓
迎
さ
れ
た
兵
士
た
ち
は
、
戦
後
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
傷
病
兵
（
と
り
わ
け
負
傷
兵
）
と
地
域
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
、「
名
誉
」
に
注
目
し
つ
つ
戦
時
と
戦
後
の
両
面
か
ら
検
討
す
る
。
本
論
に
入
る
前
に
、「
癈
兵
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
軍
隊
内
部
で
は
軍
隊
草
創
期
か
ら
こ
の
用
語
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
一
般
に
広
く
普
及
す
る
の
は
日
露
戦
争
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
戦
闘
・
公
務
・
疾
病
に
よ
り
生
活
能
力
を
失
い
、
軍
人
恩
給
法
で
増
加
恩
給
、
傷
病
賜
金
を
受
け
た
傷
病
兵
の
こ
と
を
「
癈
兵
」
と
言
っ
た
。「
癈
」
と
は
病
気
や
怪
我
に
よ
り
体
の
一
部
を
損
な
い
、
そ
れ
が
一
生
障
害
と
し
て
残
る
こ
と
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
今
で
は
「
廃
兵
」
と
書
く
こ
と
も
あ
る
が
、
厳
密
に
言
え
ば
「
廃
」
の
旧
字
は
「
廢
」
で
あ
っ
て
「
癈
」
と
は
別
字
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
当
初
か
ら
「
癈
」
と
「
廢
」
の
混
用
は
あ
っ
た
よ
う
で
、
「
廢
兵
」
と
記
載
さ
れ
た
事
例
も
散
見
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
厳
密
に
「
癈
兵
」
の
表
記
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
ち
な
み
に
、
癈
兵
は
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
傷
痍
軍
人
と
改
称
さ
れ
た
。
Ⅰ
、
戦
時
の
傷
病
将
兵
と
地
域
社
会
（
１
）
傷
病
将
兵
の
転
地
療
養
日
露
戦
争
で
は
35
万
人
を
越
え
る
将
兵
が
戦
闘
で
負
傷
し
た
り
重
い
病
気
に
罹
っ
て
入
院
し
て
い
る
。
彼
ら
は
戦
地
の
野
戦
病
院
や
兵
站
病
院
な
ど
で
応
急
的
な
治
療
を
受
け
、
さ
ら
に
治
療
を
要
す
る
場
合
は
内
地
に
後
送
さ
れ
て
、
多
く
は
一
旦
広
島
予
備
病
院
に
収
容
さ
れ
た
。
予
備
病
院
と
は
各
師
団
の
陸
軍
病
院
（
衛
戍
病
院
）
を
基
幹
に
し
て
戦
時
編
成
さ
れ
た
病
院
で
、
全
国
12
カ
所
の
師
団
司
令
部
所
在
地
に
あ
っ
た
。
広
島
予
備
病
院
で
治
療
を
受
け
、
列
車
輸
送
に
耐
え
得
る
ま
で
に
回
復
す
る
と
、
今
度
は
各
師
団
司
令
部
所
在
地
の
予
備
病
院
に
転
院
し
て
治
療
を
続
け
る
。
広
島
予
備
病
院
や
大
阪
予
備
病
院
な
ど
一
部
の
病
院
を
除
き
、
各
予
備
病
院
は
基
本
四
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
所
管
師
団
の
傷
病
将
兵
を
収
容
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
転
地
療
養
所
を
開
設
し
て
長
期
療
養
が
必
要
な
傷
病
将
兵
を
転
送
し
た
。
転
地
療
養
所
は
各
予
備
病
院
が
そ
れ
ぞ
れ
地
方
の
温
泉
地
や
海
浜
な
ど
適
地
を
選
ん
で
開
設
し
、
陸
軍
が
地
元
の
旅
館
や
寺
院
な
ど
を
借
り
受
け
て
、
各
予
備
病
院
か
ら
数
百
名
規
模
の
傷
病
将
兵
を
転
送
し
た
。
療
養
期
間
は
区
々
だ
が
数
か
月
か
ら
半
年
前
後
の
ケ
ー
ス
が
多
く
、
入
れ
替
わ
り
次
々
に
療
養
患
者
が
転
送
さ
れ
た
。
兵
卒
は
治
癒
す
れ
ば
原
隊
に
復
帰
し
、
治
癒
し
な
け
れ
ば
除
隊
と
な
っ
て
帰
郷
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦
時
中
に
傷
病
将
兵
が
地
域
社
会
と
直
接
的
に
関
わ
る
の
は
、
除
隊
し
た
場
合
を
除
け
ば
、
転
地
療
養
所
が
開
設
さ
れ
た
地
域
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
で
は
、
転
地
療
養
す
る
傷
病
将
兵
を
各
地
の
住
民
は
ど
の
よ
う
に
迎
え
た
の
か
、
ま
ず
は
当
時
の
新
聞
報
道
や
兵
士
の
従
軍
日
記
か
ら
そ
の
様
子
を
見
て
み
よ
う
。
予
備
病
院
か
ら
各
転
地
療
養
所
ま
で
の
移
動
に
は
、
主
に
鉄
道
、
人
力
車
、
川
船
な
ど
の
輸
送
機
関
が
使
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
転
地
療
養
所
に
到
着
す
る
ま
で
の
移
動
の
途
上
、
彼
ら
は
要
所
ご
と
に
地
元
住
民
の
出
迎
え
や
見
送
り
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
様
子
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
た
と
え
ば
、
第
十
師
団
の
姫
路
予
備
病
院
か
ら
城
崎
の
転
地
療
養
所
に
向
か
う
途
上
で
は
、
傷
病
兵
一
行
が
生
野
駅
に
到
着
す
る
と
、
「
愛
国
婦
人
会
、
学
校
教
員
生
徒
、
及
ビ
同
町
村
民
」
が
「
ブ
ラ
ツ
ト
ホ
ー
ム
ニ
整
列
」
し
て
「
軍
楽
ヲ
奏
シ
盛
大
ニ
歓
迎
」
し１
）
、
さ
ら
に
豊
岡
町
で
は
「
各
戸
に
国
旗
を
掲
げ
」
て
「
此
の
勇
士
を
盛
に
歓
迎
」
し
た２
）
。
昼
食
時
に
は
養
源
寺
で
「
町
民
一
同
」
が
「
満
腔
の
赤
心
を
以
て
優
待
」
し
、「
旧
検
芸
妓
の
お
給
仕
」
ま
で
提
供
し
て
い
る
。
い
よ
い
よ
城
崎
に
到
着
す
る
と
、
今
度
は
「
地
方
名
誉
職
学
校
職
員
生
徒
及
び
旅
舎
」
が
一
行
を
出
迎
え
歓
迎
し
た３
）
。
城
崎
小
学
校
に
残
さ
れ
て
い
る
『
学
校
日
誌
』
に
は
、
傷
病
兵
を
歓
迎
す
る
た
め
連
日
の
よ
う
に
児
童
を
引
率
し
て
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
城
崎
に
生
ま
れ
た
実
業
家
太
田
垣
士
郎
（
一
八
九
四
年
〜
一
九
六
四
年
）
の
伝
記
に
よ
れ
ば
、
当
時
小
学
生
だ
っ
た
士
郎
は
傷
病
兵
が
城
崎
に
送
り
込
ま
れ
る
た
び
に
、
同
級
生
た
ち
と
日
の
丸
の
小
旗
を
持
っ
て
円
山
川
の
船
着
場
ま
で
出
迎
え
に
駆
り
出
さ
れ
た
と
い
う４
）
。
五
日
露
戦
争
の
傷
病
兵
と
地
域
社
会
城
崎
の
場
合
と
同
様
に
、
姫
路
予
備
病
院
か
ら
兵
庫
県
加
古
郡
の
高
砂
転
地
療
養
所
に
向
か
っ
た
傷
病
兵
一
行
も
、
途
中
の
加
古
川
駅
で
「
三
輪
郡
長
及
夫
人
を
初
め
、
同
町
有
志
並
に
婦
人
会
員
、
各
町
村
長
、
赤
十
字
社
員
数
百
名
」
の
出
迎
え
を
受
け
、
人
力
車
を
連
ね
て
高
砂
町
に
向
か
っ
て
い
る５
）
。
そ
し
て
、
町
の
入
り
口
に
到
着
す
る
と
、「
八
百
余
名
の
小
学
校
児
童
」
と
「
村
民
数
百
名
」
が
一
行
を
歓
迎
し
た
。
こ
う
し
た
歓
迎
ぶ
り
は
姫
路
予
備
病
院
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
第
四
師
団
の
大
阪
予
備
病
院
か
ら
有
馬
の
転
地
療
養
所
に
向
か
っ
た
ケ
ー
ス
で
も
、
傷
病
兵
を
乗
せ
た
列
車
が
三
田
駅
に
到
着
す
る
と
「
有
馬
町
か
ら
楽
隊
も
三
田
に
出
迎
え
」、「
沿
道
の
町
村
は
皆
国
旗
を
掲
げ
て
之
を
歓
迎
」
し
て
い
る６
）
。
こ
の
よ
う
な
、
地
域
を
総
動
員
し
た
組
織
的
で
大
規
模
な
歓
待
は
お
そ
ら
く
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
静
養
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
こ
そ
転
地
療
養
に
赴
く
は
ず
の
傷
病
兵
た
ち
は
、
ま
る
で
凱
旋
を
果
た
し
た
英
雄
の
よ
う
に
各
地
で
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
な
が
ら
転
地
療
養
所
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
陸
軍
当
局
は
こ
れ
が
軍
紀
の
弛
緩
に
繫
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
ら
し
く
、
明
治
三
十
七
年
九
月
二
十
四
日
付
で
各
留
守
師
団
長
に
宛
て
て
次
の
よ
う
に
訓
示
し
て
い
る７
）
。
地
方
人
民
ノ
患
者
ニ
対
ス
ル
歓
待
其
度
ヲ
過
キ
、
慰
安
ノ
目
的
ヲ
脱
シ
テ
静
養
ノ
主
旨
ヲ
害
ス
ル
ニ
至
ル
ノ
傾
向
ア
リ
。
此
等
ノ
点
ニ
就
テ
ハ
内
務
大
臣
ヨ
リ
地
方
官
ニ
訓
示
ス
ル
所
ア
ル
ヘ
シ
ト
雖
モ
、
陸
軍
ニ
於
テ
モ
適
当
ノ
注
意
ヲ
以
テ
弊
害
ヲ
惹
起
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
努
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
陸
軍
は
、
人
々
の
過
度
な
歓
待
に
よ
る
弊
害
を
危
惧
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
弊
害
を
意
図
し
て
い
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
確
か
に
地
域
を
挙
げ
た
熱
狂
的
な
歓
迎
に
よ
っ
て
将
兵
た
ち
の
自
尊
心
が
煽
ら
れ
慢
心
を
生
ん
だ
面
は
あ
る
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
軍
規
を
無
視
し
て
放
縦
に
流
れ
た
傷
病
将
兵
が
各
地
で
問
題
を
起
こ
し
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る８
）
。
た
だ
し
、「
秩
序
頗
ル
紊
乱
セ
ル
モ
ノ
」
は
転
地
療
養
所
の
傷
病
将
兵
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
大
阪
予
備
病
院
で
は
「
我
ハ
名
誉
ノ
負
傷
者
ナ
リ
、
多
少
ノ
自
由
ハ
黙
許
ノ
間
ニ
之
ヲ
行
フ
モ
妨
ケ
勿
カ
ラ
ン
」
と
の
考
え
を
抱
く
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
中
に
は
「
病
衣
ノ
上
ニ
墨
染
ノ
法
衣
ヲ
纏
ヒ
僧
侶
ニ
仮
装
」
し
て
病
院
を
抜
け
出
し
市
中
の
「
鮓
屋
ニ
立
入
リ
飲
食
」
す
る
者
や
「
数
六
珠
ヲ
手
ニ
シ
遊
郭
ヲ
徘
徊
」
す
る
者
も
い
た
し
、
取
締
の
憲
兵
に
向
か
っ
て
「
構
内
ヨ
リ
礫
ヲ
投
」
じ
る
者
も
い
れ
ば
、
見
習
医
官
を
「
毛
布
ニ
包
」
ん
で
「
殴
打
」
す
る
者
も
い
た９
）
。「
名
誉
ノ
負
傷
者
」
を
自
認
し
て
の
驕
恣
で
あ
る
。
（
２
）
陸
軍
転
地
療
養
所
と
地
域
社
会
陸
軍
が
開
設
し
た
転
地
療
養
所
は
、
地
方
行
政
が
そ
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
た
と
え
ば
、
城
崎
で
は
「
町
会
議
員
区
会
議
員
の
全
部
（
十
六
名
）
を
三
組
に
分
け
、
十
日
間
交
代
で
送
迎
其
他
百
般
の
事
務
を
処
理
」
す
る
こ
と
と
し
、
鈴
木
助
役
が
委
員
長
と
な
っ
て
金
銭
の
出
納
な
ど
を
監
督
し
て
い
る10
）
。
鈴
木
助
役
は
「
老
体
を
厭
は
ず
去
月
上
旬
か
ら
昼
夜
詰
切
」
の
状
態
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
大
阪
予
備
病
院
が
兵
庫
県
川
辺
郡
の
中
山
寺
に
開
設
し
た
転
地
療
養
所
で
は
、
中
山
寺
の
事
務
所
内
に
長
尾
村
役
場
の
出
張
所
を
設
け
、
村
長
と
助
役
と
各
区
長
二
名
ず
つ
が
出
張
し
て
業
務
に
当
た
っ
て
い
る11
）
。
各
地
か
ら
慰
問
者
が
続
々
と
中
山
寺
を
訪
れ
て
雑
踏
し
た
た
め
、
伊
丹
署
の
出
張
所
も
設
置
さ
れ
た
。
有
馬
で
は
町
役
場
と
警
察
分
署
が
、
実
に
こ
ま
ご
ま
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
転
院
患
者
用
の
人
力
車
を
揃
え
る
た
め
に
徹
夜
で
奔
走
し
た
り
、
商
売
を
始
め
る
醜
業
婦
人
を
説
諭
し
た
り
、
軍
人
相
手
の
商
売
を
当
て
込
ん
で
有
馬
に
や
っ
て
き
た
行
商
を
排
除
し
た
り
、
さ
ら
に
は
「
弁
当
方
に
不
行
届
は
な
い
か
、
掃
除
方
に
不
足
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
細
事
に
至
る
ま
で
、
全
て
町
役
場
と
警
察
分
署
が
対
応
し
た12
）
。
こ
の
よ
う
に
、
地
方
行
政
が
陸
軍
の
転
地
療
養
所
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
。
先
述
し
た
よ
う
な
地
域
を
挙
げ
た
組
織
的
で
大
規
模
な
歓
迎
も
、
地
方
行
政
が
主
導
し
て
地
元
の
住
民
や
学
校
職
員
や
生
徒
、
婦
人
会
な
ど
を
総
動
員
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
城
崎
小
学
校
の
『
学
校
日
誌
』
に
も
「
傷
病
兵
士
53
名
来
湯
の
通
知
を
受
く
。
た
め
に
午
後
6
時
頃
生
徒
を
集
め
て
歓
迎
を
な
さ
し
む
」（
明
治
三
七
年
九
月
二
日
）」
と
、
学
校
が
当
局
か
ら
の
動
員
要
請
を
受
け
て
生
徒
を
引
率
し
て
い
た
様
子
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
傷
病
兵
の
転
地
療
養
を
滞
り
な
く
実
施
す
る
た
め
に
、
陸
軍
と
地
方
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
を
、
こ
う
し
た
多
く
の
事
例
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
七
日
露
戦
争
の
傷
病
兵
と
地
域
社
会
一
方
、
陸
軍
転
地
療
養
所
の
開
設
は
地
元
の
社
会
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
一
つ
は
景
気
が
よ
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
言
わ
ば
、「
転
地
療
養
所
特
需
」
で
あ
る
。
療
養
中
の
将
兵
を
慰
問
す
る
た
め
各
地
か
ら
大
勢
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
慰
問
者
や
傷
病
将
兵
を
当
て
込
ん
だ
新
規
営
業
の
飲
食
店
な
ど
も
日
を
追
っ
て
増
加
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
は
「
軍
人
ノ
傲
慢
粗
暴
ノ
挙
動
」
を
警
戒
し
て
受
け
入
れ
を
嫌
が
っ
て
い
た
旅
館
で
も
、「
反
テ
希
望
ス
ル
ノ
有
様
」
だ
っ
た13
）
。
有
馬
で
は
「
一
時
軍
用
旅
舎
に
充
て
ら
る
ゝ
事
を
厭
ひ
た
る
旅
館
も
、
先
頃
よ
り
進
ん
で
採
用
を
希
望
し
居
る
と
は
現
金
極
ま
る
」
と
、
収
益
の
た
め
に
あ
っ
さ
り
と
掌
を
返
し
た
旅
館
の
姿
勢
が
批
判
的
に
報
じ
ら
れ
て
い
る14
）
。
そ
の
一
方
で
、
春
画
の
密
売
者
や
醜
業
婦
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
警
備
が
強
化
さ
れ
た
所
も
あ
る
。
地
域
の
風
紀
は
、
景
気
の
動
向
と
共
に
療
養
所
の
軍
記
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
療
養
将
兵
に
は
軍
規
に
従
う
義
務
が
あ
り
勝
手
な
行
動
は
許
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
実
際
は
大
半
の
将
兵
が
療
養
所
内
で
閑
を
持
て
余
し
、
軍
規
を
無
視
し
て
勝
手
に
出
歩
い
て
い
た
。
有
馬
で
は
「
白
衣
の
病
傷
兵
」
が
「
昼
夜
の
別
な
く
市
中
を
散
策
」
し
て
い
た
し
、
中
に
は
「
三
々
五
々
組
を
な
し
て
市
内
を
散
歩
し
、
彼
方
此
方
の
家
に
立
ち
寄
り
て
は
腰
打
掛
け
て
」
実
戦
談
に
興
じ
る
者
や
、
就
寝
点
呼
後
に
変
装
し
て
密
か
に
療
養
所
を
抜
け
出
し
「
一
夜
を
外
に
明
か
す
」
者
ま
で
い
た15
）
。
如
何
に
軍
紀
が
弛
緩
し
て
い
た
か
を
物
語
る
と
同
時
に
、
そ
れ
が
町
の
風
紀
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
も
、
容
易
に
想
像
で
き
る
。
こ
れ
は
有
馬
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
第
九
師
団
の
金
沢
予
備
病
院
が
山
中
温
泉
に
開
設
し
た
転
地
療
養
所
で
は
「
外
出
ニ
就
テ
ハ
何
等
制
限
ナ
キ
モ
ノ
ゝ
如
ク
、
昼
夜
ヲ
問
ハ
ス
三
々
五
々
村
内
ヲ
散
歩
」
す
る
だ
け
で
な
く
、「
夜
間
料
理
屋
ニ
登
リ
居
ル
者
」
も
い
た
し16
）
、
城
崎
で
は
「
手
拭
ニ
テ
頰
冠
リ
ヲ
為
シ
、
或
ハ
鉢
巻
ヲ
為
シ
テ
卑
猥
ノ
俗
歌
ヲ
高
唱
シ
行
ク
モ
ノ
」
や
「
外
出
時
限
後
、
下
士
兵
卒
ノ
潜
出
シ
テ
酒
食
ヲ
為
シ
、
或
ハ
売
淫
婦
ニ
戯
ル
ゝ
モ
ノ
」
ま
で
い
た17
）
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
特
需
に
よ
っ
て
景
気
が
良
く
な
る
こ
と
と
、
町
の
風
紀
が
乱
れ
る
こ
と
と
、
療
養
所
の
軍
紀
が
弛
緩
す
る
こ
と
は
、
互
い
に
相
関
し
合
う
一
連
の
現
象
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
陸
軍
の
転
地
療
養
所
が
置
か
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
八
巨
大
な
波
紋
が
広
が
っ
た
と
言
っ
て
も
良
い
。
影
響
は
地
元
住
民
の
日
常
生
活
に
も
及
ん
だ
。
城
崎
で
は
療
養
中
の
将
校
が
勝
手
に
「
個
人
又
ハ
村
落
ノ
専
有
漁
場
ニ
侵
入
」
し
て
「
船
ヲ
艤
シ
テ
釣
漁
ヲ
試
ミ
」
て
い
た
た
め
、
地
元
の
漁
民
た
ち
は
「
其
職
業
ヲ
妨
害
」
さ
れ
て
被
害
を
被
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
手
が
「
名
誉
将
校
ナ
ル
カ
為
メ
遠
慮
シ
テ
」
文
句
も
言
わ
ず
我
慢
し
て
い
た18
）
。
ま
た
、
豊
岡
で
は
城
崎
転
地
療
養
所
を
退
所
し
て
姫
路
予
備
病
院
に
戻
る
将
兵
一
向
の
た
め
に
前
夜
か
ら
「
町
内
の
俥
は
雇
ひ
切
り
」
状
態
に
な
っ
て
い
た
上
に
、
彼
ら
以
外
の
客
を
乗
せ
た
場
合
は
当
局
か
ら
営
業
停
止
処
分
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
住
民
は
人
力
車
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
中
に
は
用
事
を
果
た
せ
な
か
っ
た
者
も
い
て
、
当
局
の
姿
勢
を
「
極
端
主
義
」
と
呼
ん
で
批
判
し
て
い
る19
）
。
傷
病
将
兵
に
対
す
る
当
局
の
特
別
扱
い
は
、
城
崎
で
も
見
ら
れ
た
。
深
夜
に
「
五
六
人
乱
酔
シ
テ
二
三
ノ
芸
妓
ヲ
聘
シ
、
前
後
構
ハ
ス
如
何
ハ
シ
キ
歌
ヲ
歌
」
っ
て
大
騒
ぎ
し
て
い
る
者
が
い
た
た
め
、
巡
回
中
の
警
察
官
が
注
意
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
芸
妓
を
伴
い
泥
酔
し
て
大
声
で
下
品
な
歌
を
歌
っ
て
い
た
の
は
療
養
中
の
将
校
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
警
察
官
は
「
将
校
ノ
事
ニ
モ
ア
リ
シ
故
、
別
ニ
注
意
等
ヲ
モ
与
ヘ
ス
、
其
儘
ニ
ナ
シ
」
て
い
る20
）
。
こ
の
よ
う
に
、
地
元
住
民
の
日
常
生
活
に
ま
で
支
障
を
来
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
療
養
将
兵
の
野
放
図
な
行
為
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
当
局
が
彼
ら
を
極
端
な
ま
で
に
優
遇
し
た
た
め
で
も
あ
っ
た
。
陸
軍
と
し
て
も
「
名
誉
ノ
傷
病
ヲ
受
ケ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
彼
等
ヲ
愛
護
慰
撫
ス
ル
ノ
念
虜
ニ
駆
ラ
レ
、
当
局
者
ニ
於
テ
モ
知
ラ
ス
識
ラ
ス
監
督
ノ
厳
正
ヲ
欠
キ
、
或
ハ
歓
待
其
度
ヲ
過
キ
、
自
省
ノ
念
慮
ニ
乏
シ
キ
彼
等
ヲ
シ
テ
自
然
驕
恣
ノ
風
ヲ
生
セ
シ
ム
ル
ニ
至
ル
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
キ
ヤ
」
と
、
当
局
の
対
応
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
自
認
し
て
い
る21
）
。
最
後
に
も
う
一
つ
言
及
し
て
お
き
た
い
の
は
、
地
元
の
小
学
校
と
の
関
係
で
あ
る
。
生
徒
は
傷
病
将
兵
の
到
着
を
出
迎
え
た
だ
け
で
な
く
、
学
校
が
転
地
療
養
所
の
将
兵
を
招
待
し
て
学
芸
会
や
運
動
会
を
開
い
た
り
、
中
に
は
遠
足
で
転
地
療
養
所
を
慰
問
し
た
学
校
な
ど
も
あ
っ
た
。
陸
軍
の
転
地
療
養
所
と
地
元
の
小
学
校
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
、
こ
こ
で
は
城
崎
小
学
校
の
『
学
校
日
九
日
露
戦
争
の
傷
病
兵
と
地
域
社
会
誌
』
か
ら
そ
の
一
端
を
見
て
み
よ
う
。
一
つ
は
、
転
地
療
養
所
に
向
か
う
将
兵
の
休
憩
場
所
と
し
て
小
学
校
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
城
崎
転
地
療
養
所
と
言
っ
て
も
、
実
際
は
城
崎
温
泉
に
あ
る
複
数
の
旅
館
や
寺
院
を
宿
舎
に
充
て
て
開
設
し
て
い
る
た
め
、
数
十
名
あ
る
い
は
百
名
を
超
え
る
将
兵
が
到
着
し
た
時
は
、
一
旦
ど
こ
か
の
休
憩
場
所
に
全
員
を
集
め
宿
舎
の
割
り
振
り
や
注
意
事
項
の
説
明
な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
場
所
と
し
て
小
学
校
が
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
各
旅
館
な
ど
に
分
宿
し
て
い
る
療
養
将
兵
全
員
を
集
め
る
必
要
が
あ
れ
ば
、
や
は
り
小
学
校
が
使
わ
れ
た
。
例
え
ば
「
療
養
軍
人
に
対
す
る
両
陛
下
か
ら
の
御
菓
子
料
分
配
の
た
め
、
軍
人
を
集
め
訓
達
の
式
」
明
治
三
七
年
一
一
月
三
日
）を
行
っ
た
ケ
ー
ス
な
ど
が
、
こ
れ
に
当
た
る
。
ま
た
、
慰
問
袋
を
作
る
な
ど
授
業
内
容
に
も
影
響
が
及
ん
だ
の
だ
が
、
中
で
も
「
傷
病
兵
士
に
お
く
る
帽
子
の
裁
縫
方
を
受
く
」
（
明
治
三
七
年
一
一
月
一
九
日
）
と
い
う
記
録
は
興
味
深
い
。
転
地
療
養
所
で
は
白
い
患
者
帽
を
着
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
学
校
で
帽
子
を
作
っ
て
贈
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
帽
子
の
裁
縫
は
女
子
児
童
の
み
が
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
愛
国
婦
人
会
が
軍
事
援
護
活
動
と
し
て
患
者
帽
を
縫
っ
て
贈
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
「
次
代
の
銃
後
を
担
う
女
子
教
育
」
で
も
あ
っ
た
、
と
言
え
よ
う
か
。
一
方
、
と
り
わ
け
男
子
児
童
に
影
響
を
与
え
た
と
が
推
察
さ
れ
る
の
は
、
転
地
療
養
所
の
将
兵
を
招
い
て
児
童
に
実
戦
談
を
聞
か
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
実
戦
談
の
講
演
は
何
度
も
行
わ
れ
て
お
り
、
城
崎
小
学
校
だ
け
で
な
く
周
辺
4
校
の
生
徒
二
〇
八
名
を
一
堂
に
集
め
て
開
い
た
こ
と
も
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
来
校
し
て
児
童
に
実
戦
談
を
聞
か
せ
た
の
は
、
将
校
ク
ラ
ス
の
療
養
軍
人
だ
っ
た
。
堂
々
と
し
て
い
て
恰
好
良
く
て
勇
敢
で
、
男
子
児
童
の
目
に
は
さ
ぞ
か
し
眩
し
く
映
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。「
名
誉
の
負
傷
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
目
の
前
で
戦
場
の
様
子
を
語
る
軍
人
の
姿
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
は
具
体
的
に
理
解
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
ま
た
、
城
崎
転
地
療
養
所
で
療
養
し
て
い
た
将
兵
が
死
亡
し
た
際
は
、
全
校
生
徒
に
葬
送
の
見
送
り
を
さ
せ
て
い
る
。
地
元
出
身
の
兵
士
に
対
す
る
よ
う
な
接
し
方
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
日
本
海
海
戦
の
祝
勝
会
で
は
「
療
養
兵
分
宿
所
の
二
十
二
箇
所
の
分
一
〇
室
の
前
に
至
る
毎
に
万
歳
を
三
唱
」（
明
治
三
八
年
六
月
四
日
）
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
療
養
将
兵
に
馴
染
ん
で
い
る
一
体
感
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
数
々
の
体
験
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
以
上
、
戦
時
に
陸
軍
の
転
地
療
養
所
が
全
国
各
地
に
開
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
、
地
域
社
会
と
傷
病
将
兵
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
具
体
的
な
事
例
を
通
し
て
検
討
し
た
。
転
地
療
養
所
が
開
設
さ
れ
て
、
地
域
住
民
も
地
方
行
政
も
学
校
も
「
名
誉
の
負
傷
」
に
沸
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
う
し
た
昻
揚
が
様
々
な
形
と
な
っ
て
地
域
社
会
の
随
所
に
現
れ
た
、
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
平
穏
な
日
常
が
戻
っ
た
時
、
両
者
の
関
係
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
次
に
、
視
点
を
戦
後
に
転
じ
よ
う
。
Ⅱ
、
戦
後
の
癈
兵
問
題
（
１
）
地
域
社
会
と
貧
窮
す
る
癈
兵
日
露
戦
争
の
癈
兵
が
社
会
問
題
と
し
て
報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
六
月
以
降
、
す
な
わ
ち
日
本
海
海
戦
に
勝
利
し
て
戦
争
の
終
結
が
見
え
て
き
た
頃
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
除
隊
と
な
っ
た
癈
兵
に
つ
い
て
名
前
や
帰
郷
の
日
程
な
ど
を
地
元
紙
が
簡
単
に
報
じ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
帰
郷
後
の
癈
兵
に
関
す
る
報
道
は
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ま
で
は
「
癈
兵
」
と
い
う
用
語
が
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
は
あ
る
。
し
か
し
、
帰
郷
し
た
負
傷
兵
の
現
状
が
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
、
変
わ
り
は
な
い
。
帰
郷
後
の
癈
兵
に
は
取
り
立
て
て
報
じ
る
よ
う
な
問
題
が
な
か
っ
た
か
ら
な
の
か
、
あ
る
い
は
単
に
癈
兵
に
対
す
る
社
会
的
関
心
が
な
か
っ
た
だ
け
な
の
か
。
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
頃
か
ら
癈
兵
に
関
す
る
報
道
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
遠
因
と
し
て
は
、
愛
国
婦
人
会
が
癈
兵
院
設
置
に
向
け
て
動
き
始
め
た
こ
と
や
、
参
謀
総
長
の
山
縣
有
朋
が
「
癈
兵
院
設
立
ニ
関
ス
ル
意
見
」
を
陸
軍
大
臣
に
進
達
し
た
こ
と
、
そ
れ
を
受
け
て
政
府
と
し
て
も
癈
兵
院
の
開
設
を
検
討
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
全
国
レ
ベ
ル
の
永
続
的
な
癈
兵
対
策
が
俎
上
に
上
り
始
め
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
一
一
日
露
戦
争
の
傷
病
兵
と
地
域
社
会
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。
何
を
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
癈
兵
に
対
す
る
社
会
的
関
心
の
あ
り
よ
う
を
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
つ
は
貧
窮
す
る
癈
兵
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る22
）
。
そ
れ
は
「
名
誉
の
勇
士
自
殺
を
企
つ
」
と
題
す
る
記
事
で
、
右
腕
に
銃
弾
を
受
け
て
肘
の
関
節
以
下
を
切
断
し
、
半
年
ほ
ど
前
に
除
隊
と
な
っ
た
癈
兵
の
自
殺
未
遂
事
件
を
報
じ
て
い
る
。
こ
の
癈
兵
は
実
家
が
「
赤
貧
洗
ふ
が
如
く
な
る
」
た
め
、
こ
れ
ま
で
親
戚
の
厄
介
に
な
っ
て
き
た
の
だ
が
、「
同
家
も
細
々
と
生
計
を
立
つ
る
程
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
際
限
も
な
く
世
話
に
な
る
は
気
の
毒
」
と
思
い
無
断
で
家
を
出
て
自
殺
を
図
っ
た
と
い
う
。
記
事
は
最
後
に
「
後
援
の
任
に
当
る
諸
氏
よ
、
願
は
く
は
此
憐
む
べ
き
勇
士
を
し
て
悲
境
に
沈
倫
せ
し
む
る
事
な
き
や
う
後
援
の
実
を
挙
げ
ら
れ
た
き
も
の
な
り
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
れ
が
報
じ
ら
れ
る
と
、
六
日
後
に
今
度
は
当
該
の
神
奈
川
県
高
座
郡
の
茅
ヶ
崎
村
兵
事
会
が
「
勇
士
の
自
殺
未
遂
に
就
て
」
と
題
す
る
反
論
を
寄
せ
た23
）
。
茅
ヶ
崎
村
兵
事
会
に
よ
れ
ば
、
彼
の
家
族
は
「
素
よ
り
赤
貧
洗
ふ
が
如
く
な
る
」
の
で
あ
っ
て
、
兵
事
会
と
し
て
は
「
常
に
相
当
の
救
助
を
与
へ
」
て
き
た
し
「
不
幸
を
憐
み
て
同
情
を
寄
す
る
人
」
も
大
勢
い
る
。
し
か
も
、
去
る
六
月
八
日
に
は
恩
給
下
付
の
手
続
き
も
済
ま
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
殺
を
図
っ
た
原
因
は
「
全
く
貧
困
な
る
が
故
に
あ
ら
ず
」。
目
下
、
隣
村
の
篤
志
者
の
厚
意
に
よ
っ
て
彼
の
経
営
す
る
製
糸
場
で
働
い
て
お
り
、「
生
計
上
に
は
何
等
の
差
支
へ
ざ
る
様
に
相
成
り
候
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
時
点
で
癈
兵
を
「
名
誉
の
勇
士
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
二
つ
の
記
事
は
、
癈
兵
と
地
域
社
会
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
要
す
る
に
、
帰
郷
し
た
癈
兵
の
日
常
生
活
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
か
、
つ
ま
り
永
続
的
な
癈
兵
援
護
の
主
体
と
方
法
を
め
ぐ
る
問
題
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
癈
兵
は
親
族
の
世
話
を
受
け
た
り
隣
保
扶
助
な
ど
も
あ
っ
て
短
期
的
に
は
糊
口
を
凌
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
「
際
限
も
な
く
」
続
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
茅
ヶ
崎
村
で
は
「
兵
事
会
」
が
「
後
援
の
任
に
当
た
る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
兵
事
会
が
与
え
て
い
た
「
常
に
相
当
の
救
助
」
で
は
暮
ら
せ
な
い
か
ら
こ
そ
、
彼
は
親
族
の
世
話
に
な
っ
て
い
た
わ
け
だ
し
、
一
二
兵
事
会
が
申
請
し
た
「
恩
給
下
付
」
も
当
時
は
平
均
で
月
額
6
円
58
銭
に
過
ぎ
な
か
っ
た24
）
。
そ
の
頃
の
細
民
の
生
活
費
は
平
均
し
て
東
京
（
男
性
）
で
一
ケ
月
12
円
77
銭
、
大
阪
（
男
性
）
で
12
円
8
銭
で
あ
る25
）
。
身
体
に
障
害
を
負
っ
た
癈
兵
の
恩
給
額
は
、
細
民
の
生
活
費
に
も
遠
く
及
ば
な
い
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
で
も
癈
兵
や
家
族
に
と
っ
て
貴
重
な
金
額
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
の
だ
が
、
到
底
恩
給
だ
け
で
暮
ら
し
て
行
け
る
筈
も
な
い
。
し
か
も
、
恩
給
の
給
付
は
、
申
請
し
て
か
ら
一
年
近
く
を
要
し
た
。
茅
ヶ
崎
村
の
癈
兵
は
隣
村
の
製
糸
場
で
仕
事
を
得
た
と
は
言
え
、
右
腕
の
肘
関
節
以
下
が
切
断
さ
れ
た
状
態
で
、
果
た
し
て
「
生
計
上
に
は
何
等
の
差
支
へ
ざ
る
様
に
相
成
り
候
」
と
ま
で
言
え
る
か
ど
う
か
、
疑
問
で
は
あ
る
。
こ
の
自
殺
未
遂
事
件
か
ら
半
年
経
っ
て
も
、
癈
兵
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
、
依
然
と
し
て
「（
癈
兵
に
は
）
赤
貧
洗
ふ
が
如
く
求
む
る
に
食
な
く
益
々
飢
餓
に
瀕
す
る
も
の
」
が
多
い
こ
と
、
そ
し
て
「
隻
手
を
失
へ
る
一
勇
士
」
が
「
生
活
に
窮
し
て
身
を
措
く
に
所
な
く
、
遂
に
死
を
決
し
て
海
中
に
投
じ
た
る
事
実
」
が
報
じ
ら
れ
て
い
る26
）
。
日
露
戦
争
の
癈
兵
を
め
ぐ
っ
て
は
山
田
明
氏
の
精
緻
な
研
究
が
多
く
あ
る
。
山
田
氏
は
障
害
者
史
研
究
の
立
場
か
ら
癈
兵
問
題
の
解
明
に
取
り
組
み
、
長
野
県
や
福
島
県
な
ど
の
事
例
分
析
を
通
し
て
癈
兵
の
生
活
実
態
や
援
護
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
」
の
よ
う
な
銃
後
に
対
す
る
生
活
扶
助
の
場
合
と
違
っ
て
、
癈
兵
の
扶
助
体
制
が
な
か
な
か
整
備
さ
れ
な
い
現
状
に
あ
っ
て
は
、
極
め
て
貧
窮
し
た
癈
兵
に
対
し
て
村
方
救
助
、
す
な
わ
ち
町
村
が
極
貧
者
を
救
助
す
る
シ
ス
テ
ム
が
働
い
て
い
た
。
ま
た
、
恩
給
が
正
式
に
給
付
さ
れ
る
ま
で
に
は
一
年
近
く
を
要
し
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
は
各
町
村
の
軍
事
救
護
団
体
や
町
村
か
ら
金
品
救
助
を
受
け
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
と
い
う27
）
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
程
度
や
方
法
は
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
の
違
い
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
先
に
紹
介
し
た
茅
ヶ
崎
村
の
ケ
ー
ス
で
も
類
似
の
シ
ス
テ
ム
が
働
い
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
癈
兵
を
救
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
自
殺
未
遂
や
入
水
自
殺
が
物
語
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
前
章
で
傷
病
将
兵
と
地
域
社
会
の
関
係
を
論
じ
た
際
、
各
地
の
陸
軍
転
地
療
養
所
に
注
目
す
る
一
方
、
治
癒
が
見
込
め
ず
戦
時
中
に
帰
郷
し
た
癈
兵
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
か
っ
た
。
直
接
的
に
は
、
戦
時
中
に
癈
一
三
日
露
戦
争
の
傷
病
兵
と
地
域
社
会
兵
が
社
会
問
題
と
し
て
報
じ
ら
れ
た
形
跡
が
な
く
実
態
を
把
握
し
き
れ
な
か
っ
た
た
め
、
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
、
そ
も
そ
も
実
態
が
解
明
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
先
述
し
た
通
り
、
山
田
氏
の
優
れ
た
研
究
に
よ
っ
て
、
帰
郷
し
た
癈
兵
の
生
活
実
態
や
地
域
社
会
の
支
援
状
況
が
解
明
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
そ
れ
は
厳
密
に
は
戦
時
中
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
日
露
戦
争
が
終
結
に
向
か
う
中
で
癈
兵
が
社
会
問
題
と
し
て
浮
上
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
お
そ
ら
く
山
田
氏
の
研
究
成
果
は
、
除
隊
し
た
癈
兵
が
各
地
域
に
戻
り
始
め
た
当
初
に
つ
い
て
も
援
用
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
極
め
て
貧
窮
し
た
癈
兵
に
対
し
て
は
村
方
救
助
の
シ
ス
テ
ム
が
働
き
、
各
町
村
の
軍
事
救
護
団
体
や
町
村
か
ら
の
金
品
救
助
な
ど
も
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。
ま
た
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
な
ど
で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
癈
兵
を
見
て
も
、
戦
争
当
初
の
癈
兵
は
明
ら
か
に
「
名
誉
の
負
傷
」
と
し
て
地
域
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
し
、
そ
れ
が
戦
後
に
な
る
と
厄
介
視
さ
れ
て
い
く
様
子
を
描
い
た
作
品
も
多
い
。
戦
時
中
の
帰
郷
癈
兵
と
地
域
社
会
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
（
２
）「
不
具
者
」
に
対
す
る
蔑
視
と
癈
兵
も
う
一
つ
取
り
上
げ
た
い
記
事
は
「
愛
国
婦
人
会
で
癈
兵
の
名
誉
徽
章
の
計
画
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る28
）
。
戦
傷
の
為
め
不
具
癈
疾
と
な
り
し
者
は
当
然
国
民
よ
り
特
別
の
尊
敬
を
受
く
べ
き
権
利
あ
る
に
関
は
ら
ず
、
公
衆
を
し
て
識
別
せ
し
む
る
方
法
無
き
為
め
、
却
て
下
等
社
会
の
者
又
は
頑
童
等
よ
り
凌
辱
を
受
く
る
が
如
き
こ
と
あ
る
を
無
上
の
遺
憾
と
し
、
愛
国
婦
人
会
員
中
に
は
之
に
一
種
の
名
誉
徽
章
を
与
へ
常
に
屋
外
に
て
佩
用
せ
し
め
以
て
其
名
誉
の
不
具
者
た
る
を
表
彰
し
公
衆
を
し
て
之
を
尊
敬
す
る
に
便
ぜ
し
め
ん
と
の
計
画
あ
り
。
興
味
深
い
の
は
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
が
締
結
さ
れ
て
か
ら
一
ケ
月
も
経
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
に
、「
国
民
よ
り
特
別
の
尊
敬
を
受
く
べ
き
権
利
」
の
あ
る
癈
兵
が
「
下
等
社
会
の
者
又
は
頑
童
等
よ
り
凌
辱
」
を
受
け
て
い
る
現
状
と
、
愛
国
婦
人
会
が
そ
の
原
因
を
「
公
衆
を
し
て
識
別
せ
し
む
る
方
法
無
き
為
め
」
と
捉
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た
八
月
三
〇
日
付
の
報
道
で
は
茅
ヶ
崎
村
の
一
四
癈
兵
を
「
名
誉
の
勇
士
」
と
呼
ん
で
い
た
が
、「
名
誉
の
」
は
単
な
る
枕
詞
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
当
時
は
ま
だ
戦
争
継
続
中
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
か
。
と
も
あ
れ
、
愛
国
婦
人
会
で
は
「
名
誉
徽
章
を
与
へ
」
て
佩
用
さ
せ
れ
ば
、
道
行
く
人
々
の
目
に
見
え
る
形
で
「
名
誉
の
不
具
者
」
で
あ
る
こ
と
が
表
彰
で
き
る
と
考
え
た
。
そ
う
す
れ
ば
、「
単
な
る
不
具
者
」
と
間
違
わ
れ
て
凌
辱
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
国
民
の
尊
敬
を
受
け
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
実
際
に
愛
国
婦
人
会
は
計
画
を
実
行
に
移
し
て
い
た
。
半
年
後
に
は
13
万
個
の
徽
章
が
出
来
上
が
り
、
早
速
会
員
が
各
自
配
布
を
始
め
て
い
る
。
そ
れ
を
報
じ
た
記
事
は
「
一
般
人
士
に
於
い
て
も
本
徽
章
佩
用
者
に
対
し
て
は
其
の
不
幸
に
同
情
を
表
し
十
分
優
遇
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
み
居
れ
り
」
と
結
ん
で
、
愛
国
婦
人
会
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
明
記
し
て
い
る29
）
。
癈
兵
徽
章
の
必
要
性
を
説
く
声
は
他
か
ら
も
上
が
っ
て
い
た30
）
。
し
か
し
、
果
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
の
か
、
甚
だ
疑
わ
し
い
。
少
な
く
と
も
「
世
人
の
多
く
が
こ
の
名
誉
あ
る
軍
士
を
通
例
の
不
具
者
と
同
視
し
、
こ
れ
を
遇
す
る
の
道
を
弁
へ
ず31
）
」
と
い
う
状
況
は
、
一
年
以
上
経
っ
て
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
以
上
、
人
々
が
ど
の
よ
う
に
癈
兵
問
題
に
向
き
合
お
う
と
し
た
か
、
新
聞
報
道
を
通
し
て
地
域
社
会
の
状
況
を
見
て
き
た
。
最
後
に
、
癈
兵
救
護
事
業
の
実
例
を
通
し
て
日
露
戦
後
の
癈
兵
問
題
を
考
え
る
。
（
３
）
癈
兵
の
名
誉
と
大
阪
の
辰
巳
会
貧
窮
す
る
癈
兵
が
続
出
す
る
一
方
、
癈
兵
救
護
を
め
ぐ
る
様
々
な
取
り
組
み
も
各
方
面
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
政
府
や
愛
国
婦
人
会
で
は
癈
兵
院
の
設
立
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
た
し
、
各
地
方
や
民
間
で
も
独
自
の
支
援
事
業
を
始
め
て
い
た
。
例
え
ば
、
群
馬
県
上
野
教
育
会
で
は
軍
人
救
護
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
六
百
円
を
元
手
に
県
出
身
の
失
明
軍
人
七
名
を
収
容
し
、
早
く
か
ら
西
洋
按
摩
術
を
教
え
て
い
た
。
収
容
地
が
県
内
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
慰
藉
等
に
も
便
宜
が
得
ら
れ
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
記
事
は
、「
各
地
に
於
て
も
此
の
如
く
し
て
其
地
方
出
身
の
癈
兵
に
適
業
を
授
く
る
の
方
法
を
講
じ
た
ら
ん
に
ハ
、
癈
兵
一
五
日
露
戦
争
の
傷
病
兵
と
地
域
社
会
救
護
の
事
業
ハ
自
ら
円
満
な
る
解
決
」
に
至
る
だ
ろ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
癈
兵
に
適
し
た
救
護
事
業
が
各
地
域
で
な
さ
れ
る
の
を
当
局
が
期
待
し
て
い
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る32
）
。
一
口
に
癈
兵
と
言
っ
て
も
、
障
害
の
形
は
個
別
で
あ
る
。
ま
た
、
生
活
環
境
や
障
害
の
程
度
も
個
別
で
あ
る
。
全
国
各
地
に
個
別
の
癈
兵
問
題
が
存
在
し
た
。
当
局
が
「
其
地
方
出
身
の
癈
兵
に
適
業
を
授
く
る
の
方
法
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
期
待
す
る
の
も
無
理
は
な
い
。
当
面
あ
ら
ゆ
る
癈
兵
に
対
し
て
当
局
が
で
き
る
こ
と
と
言
え
ば
、
恩
給
そ
の
他
の
金
銭
的
援
助
く
ら
い
の
も
の
だ
ろ
う
。
失
明
軍
人
に
つ
い
て
は
、
東
京
盲
唖
学
校
で
も
帝
国
軍
人
援
護
会
や
内
務
省
の
協
力
を
得
て
支
援
活
動
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
二
年
間
で
針
術
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
習
得
さ
せ
、
卒
業
後
は
各
地
の
予
備
病
院
で
勤
務
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た33
）
。
上
野
教
育
会
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
れ
は
一
過
的
な
援
助
と
違
い
、
自
活
の
道
を
拓
く
支
援
活
動
と
し
て
特
筆
で
き
る
。
た
だ
し
、
東
京
盲
唖
学
校
は
全
国
の
失
明
軍
人
一
二
〇
余
名
を
対
象
と
し
た
が
、
当
初
の
志
願
者
は
わ
ず
か
だ
っ
た
。
二
年
間
に
わ
た
っ
て
地
元
を
離
れ
て
上
京
し
技
術
習
得
に
専
念
す
る
こ
と
な
ど
、
現
実
的
に
は
不
可
能
な
者
が
多
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
失
明
軍
人
に
特
化
し
た
自
立
支
援
で
は
な
く
、
広
く
第
四
師
団
管
下
の
癈
兵
す
べ
て
を
対
象
と
し
た
援
護
組
織
「
辰
巳
会
」
が
、
戦
争
終
結
か
ら
間
も
な
い
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
一
〇
月
二
一
日
に
大
阪
で
誕
生
し
て
い
る
。
辰
巳
会
が
他
の
軍
事
援
護
団
体
と
大
き
く
違
う
点
は
、「
癈
兵
諸
士
ノ
名
誉
ヲ
保
全
ス
ル
」
こ
と
を
目
的
の
第
一
に
置
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る34
）
。
も
ち
ろ
ん
、
名
誉
の
保
全
だ
け
で
な
く
貧
窮
し
た
癈
兵
の
生
活
支
援
も
大
切
な
目
的
の
一
つ
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
単
な
る
金
銭
的
援
助
で
は
な
く
、
自
活
の
道
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
済
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
癈
兵
諸
士
ノ
名
誉
ヲ
保
全
ス
ル
」
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。「
名
誉
の
保
全
」
を
重
視
す
る
癈
兵
支
援
組
織
が
誕
生
し
た
背
景
を
見
て
い
こ
う
。辰
巳
会
の
創
設
者
は
、
大
阪
の
実
業
家
生
嶋
栄
太
郎
（
明
治
七
年
生
ま
れ
）
と
言
わ
れ
て
い
る35
）
。
彼
が
発
起
人
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
事
実
だ
し
、
多
額
の
資
金
を
投
じ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
辰
巳
会
が
毎
月
発
行
し
て
い
た
機
関
雑
誌
『
癈
兵
之
一
六
友
』
を
丹
念
に
見
て
い
く
と
、
辰
巳
会
の
立
役
者
は
生
嶋
栄
太
郎
で
は
な
く
、
一
人
の
癈
兵
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
神
茂
美
と
い
う
癈
兵
で
あ
る
。
彼
は
旅
順
第
一
回
総
攻
撃
で
負
傷
し
て
内
地
後
送
と
な
り
、
明
治
三
七
年
九
月
に
大
阪
予
備
病
院
天
王
寺
分
院
に
入
院
し
た36
）
。
入
院
中
に
頭
を
離
れ
な
か
っ
た
の
は
「
我
々
癈
兵
は
将
来
如
何
に
な
る
で
あ
ら
う
か
如
何
に
世
に
処
す
る
か
、
社
会
は
如
何
に
我
等
癈
兵
を
遇
す
る
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
「
二
十
七
八
年
戦
役
の
当
時
、
余
輩
と
同
じ
運
命
に
陥
り
し
癈
兵
諸
士
の
現
状
」
を
よ
く
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「（
日
清
戦
争
の
）
名
誉
の
負
傷
者
は
、
今
や
全
く
国
民
に
忘
れ
ら
れ
、
且
極
め
て
冷
淡
に
し
て
、
接
す
る
も
殆
ど
知
ら
ざ
る
も
の
の
如
く
、
果
は
世
の
不
具
者
と
列
を
同
ふ
し
、
他
人
の
嫌
忌
を
受
け
つ
つ
あ
る
の
事
実
」
が
現
状
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
日
露
戦
争
で
癈
兵
と
な
っ
た
神
茂
美
は
、
日
清
戦
争
の
「
名
誉
の
負
傷
兵
」
が
、
一
〇
年
を
経
た
今
、
単
な
る
不
具
者
と
し
て
冷
遇
嫌
忌
を
受
け
て
い
る
厳
然
た
る
現
実
を
前
に
し
て
、
我
が
身
の
今
後
が
不
安
で
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
負
傷
の
程
度
や
部
位
な
ど
は
不
明
だ
が
、「
世
の
不
具
者
と
列
を
同
ふ
し
、
他
人
の
嫌
忌
を
受
け
」
て
も
不
思
議
で
は
な
い
身
体
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
前
章
で
、
大
阪
予
備
病
院
に
は
「
我
ハ
名
誉
ノ
負
傷
者
ナ
リ
、
多
少
ノ
自
由
ハ
黙
許
ノ
間
ニ
之
ヲ
行
フ
モ
妨
ケ
勿
カ
ラ
ン
」
と
、
「
名
誉
ノ
負
傷
者
」
を
自
認
し
て
驕
慢
放
恣
な
行
動
に
出
る
者
が
多
か
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
そ
の
病
院
こ
そ
、
正
に
神
茂
美
が
入
院
し
た
大
阪
予
備
病
院
天
王
寺
分
院
で
あ
り
、
入
院
し
た
の
も
ち
ょ
う
ど
「
秩
序
頗
ル
紊
乱
セ
ル
モ
ノ
」
が
溢
れ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
彼
ら
が
「
名
誉
ノ
負
傷
者
」
を
自
認
し
て
驕
恣
な
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
裏
側
に
、
神
茂
美
と
同
様
の
極
め
て
深
刻
な
不
安
が
潜
ん
で
い
た
、
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
翌
年
五
月
下
旬
、
兵
役
免
除
と
な
っ
て
退
院
し
た
神
茂
美
は
、「
東
奔
西
走
南
船
北
馬
、
一
意
専
心
大
に
癈
兵
慰
藉
問
題
に
付
て
思
慮
す
る
所
」
が
あ
っ
た
と
言
う
。
そ
し
て
、
5
ケ
月
後
に
発
足
す
る
辰
巳
会
の
発
起
人
と
な
っ
て
始
動
し
た
の
で
あ
る
。
発
起
人
会
は
７
名
で
「
何
れ
も
嘗
て
戦
場
に
於
て
奮
闘
し
た
る
勇
士
」
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
少
な
く
と
も
3
名
は
癈
兵
で
あ
る
こ
と
が
『
癈
兵
之
友
』
を
通
し
て
確
認
で
き
る
。
発
起
人
会
を
開
い
て
辰
巳
会
の
会
則
を
定
め
、
活
動
事
業
の
第
一
項
に
「
癈
兵
諸
士
ノ
名
誉
ヲ
保
全
ス
一
七
日
露
戦
争
の
傷
病
兵
と
地
域
社
会
ル
ニ
勉
ム
ル
事
」
と
明
記
し
た
の
は
、
彼
ら
で
あ
る
。
辰
巳
会
の
活
動
内
容
や
大
阪
を
中
心
と
し
た
地
域
と
の
関
係
、
実
業
家
の
生
嶋
栄
太
郎
が
果
た
し
た
役
割
な
ど
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
に
限
り
も
あ
る
た
め
他
日
を
期
し
た
い37
）
。
こ
こ
で
は
、
辰
巳
会
が
癈
兵
を
立
役
者
と
す
る
癈
兵
支
援
組
織
だ
っ
た
こ
と
、
そ
の
癈
兵
自
身
が
「
名
誉
の
負
傷
」
の
虚
構
性
を
見
抜
い
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
て
お
く
。
虚
構
を
見
抜
い
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
現
実
を
、
す
な
わ
ち
不
具
の
身
と
な
っ
た
実
体
を
名
誉
あ
る
も
の
に
す
る
「
事
業
」
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
癈
兵
諸
士
ノ
名
誉
ヲ
保
全
ス
ル
」
こ
と
な
ど
可
能
か
ど
う
か
は
さ
て
お
く
と
し
て
、
結
果
的
に
言
え
ば
、
辰
巳
会
の
事
業
活
動
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
途
中
で
活
動
の
軸
足
を
名
誉
の
保
全
か
ら
貧
窮
し
た
癈
兵
の
生
活
援
助
へ
と
シ
フ
ト
し
て
行
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
不
具
癈
疾
者
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
が
当
た
り
前
の
時
代
に
あ
っ
て
、
癈
兵
が
自
活
で
き
る
道
は
限
ら
れ
て
い
た
。
多
く
の
癈
兵
が
売
薬
な
ど
の
行
商
で
糊
口
を
凌
い
だ
が
、
癈
兵
同
士
の
販
売
競
争
が
激
し
く
な
る
と
脅
迫
や
強
引
な
押
し
売
り
が
増
え
、
癈
兵
は
嫌
忌
と
憐
憫
の
目
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
で
は
、
そ
の
癈
兵
を
利
用
し
た
詐
欺
的
な
組
織
や
偽
癈
兵
が
横
行
し
、
行
商
で
暮
ら
す
癈
兵
に
疑
い
の
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
名
誉
徽
章
を
佩
用
さ
せ
て
「
名
誉
の
不
具
者
」
で
あ
る
こ
と
を
表
彰
す
れ
ば
国
民
の
尊
敬
が
得
ら
れ
る
と
安
直
に
考
え
た
愛
国
婦
人
会
と
違
い
、
辰
巳
会
は
癈
兵
自
身
が
立
役
者
と
な
っ
て
事
業
活
動
に
よ
っ
て
「
名
誉
の
負
傷
」
と
い
う
欺
瞞
を
乗
り
越
え
よ
う
し
た
。
こ
れ
は
特
筆
に
値
す
る
。
し
か
し
、
日
露
戦
後
の
現
実
が
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
、「
癈
兵
諸
士
ノ
名
誉
ヲ
保
全
ス
ル
ニ
勉
ム
ル
」
以
前
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
極
め
て
切
迫
し
た
生
活
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
以
上
、
日
露
戦
争
の
傷
病
兵
と
地
域
社
会
の
相
互
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、
戦
時
と
戦
後
の
両
面
か
ら
検
討
し
た
。
具
体
的
な
事
例
を
通
し
て
見
た
一
断
面
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
考
察
の
中
で
最
後
ま
で
謎
だ
っ
た
の
は
、
名
誉
の
負
傷
の
正
体
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
最
後
に
一
八
「
名
誉
の
負
傷
」
と
い
う
不
思
議
な
現
象
に
言
及
し
て
結
び
に
代
え
た
い
と
思
う
。
本
稿
は
日
清
戦
争
か
ら
一
〇
年
後
の
日
露
戦
争
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
た
め
、
当
時
の
人
々
が
「
名
誉
の
負
傷
」
の
「
実
体
」
を
日
常
的
に
目
に
す
る
中
で
再
び
戦
争
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
ど
ん
な
に
「
名
誉
の
負
傷
」
が
喝
采
さ
れ
よ
う
と
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
し
ま
え
ば
単
な
る
「
不
具
者
」
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
、
人
々
は
体
験
と
し
て
熟
知
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
が
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
新
た
な
戦
争
が
始
ま
る
と
国
民
の
間
に
「
名
誉
の
」
が
蘇
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
戦
争
を
遂
行
す
る
に
は
戦
意
を
鼓
舞
し
続
け
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
犠
牲
と
な
っ
た
者
を
称
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
決
し
て
「
犬
死
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
り
、
当
局
が
「
名
誉
」
を
喧
伝
す
る
の
は
よ
く
わ
か
る
。
し
か
し
、
国
民
は
そ
れ
が
虚
構
で
あ
る
こ
と
や
欺
瞞
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
国
民
は
そ
の
喧
伝
に
乗
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
も
、
犠
牲
と
な
っ
た
こ
と
の
意
味
付
け
な
し
に
は
現
実
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
国
民
の
方
か
ら
「
名
誉
の
」
が
再
生
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
「
止
む
を
得
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
虚
構
が
次
第
に
現
実
化
し
て
行
く
の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
日
中
戦
争
や
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
で
も
同
様
の
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
昭
和
２
年
生
ま
れ
の
俳
優
土
屋
嘉
男
氏
が
子
ど
も
時
代
の
思
い
出
を
書
い
て
い
る38
）
。
そ
の
中
で
、
当
時
子
ど
も
た
ち
の
間
で
「
遺
骨
ゴ
ッ
コ
」
が
は
や
っ
て
い
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
胸
に
白
い
小
箱
を
抱
い
て
行
列
し
て
遊
ぶ
。
そ
し
て
口
々
に
歌
う
の
だ
。
昨
日
生
ま
れ
た
、
豚
の
子
が
、
蜂
に
刺
さ
れ
て
、
名
誉
の
戦
死
。
豚
の
遺
骨
は
、
い
つ
帰
る
。
四
月
八
日
の
花
祭
り
、
豚
の
母
さ
ん
、
悲
し
か
ろ
…
。
周
囲
の
大
人
が
使
っ
て
い
る
「
名
誉
の
戦
死
」
と
い
う
言
葉
に
、
子
ど
も
た
ち
は
何
か
し
ら
胡
散
臭
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
の
か
も
し
一
九
日
露
戦
争
の
傷
病
兵
と
地
域
社
会
れ
な
い
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
何
も
わ
か
ら
な
い
子
豚
が
蜂
に
刺
さ
れ
て
死
ん
で
も
名
誉
の
戦
死
だ
と
、
大
人
を
揶
揄
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
は
「
名
誉
の
戦
死
」
と
い
う
言
葉
が
「
ギ
ャ
グ
」
に
な
っ
て
、「
遺
骨
ゴ
ッ
コ
」
と
い
う
遊
び
の
中
で
ギ
ャ
グ
と
し
て
歌
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
子
ど
も
た
ち
に
限
ら
ず
、「
名
誉
の
」
と
い
う
言
葉
を
誰
も
が
本
心
か
ら
口
に
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
「
誉
れ
の
傷
痍
兵
」
に
「
終
生
変
ら
ぬ
愛
と
同
情
を
捧
げ
得
る
崇
高
な
精
神
の
花
嫁
」
を
育
成
す
る
た
め
の
「
花
嫁
学
校
」
が
登
場
し
、「
す
ゝ
ん
で
白
衣
の
勇
士
に
嫁
ぐ
純
情
な
婦
人
」
を
募
集
し
た
だ
け
で
な
く39
）
、
実
際
に
少
な
か
ら
ぬ
女
性
た
ち
が
自
ら
進
ん
で
「
誉
れ
の
傷
痍
兵
」
の
花
嫁
に
な
っ
た
の
で
あ
る40
）
。「
当
時
の
女
性
に
と
っ
て
、『
白
衣
の
勇
士
』
は
あ
こ
が
れ
に
近
い
存
在
」
だ
っ
た
と
い
う
見
方
が
あ
る
が41
）
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
「
名
誉
の
」
は
本
当
に
再
生
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
戦
争
が
終
わ
る
と
や
は
り
彼
ら
の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
た
。
戦
後
二
五
年
の
歳
月
が
流
れ
た
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
、
そ
の
「
誉
れ
の
傷
痍
兵
」
と
「
崇
高
な
花
嫁
」
が
箱
根
の
療
養
所
で
ひ
っ
そ
り
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た42
）
。
取
材
し
た
記
者
は
、
ツ
ル
子
さ
ん
と
い
う
女
性
が
昭
和
十
八
年
に
結
婚
し
県
知
事
の
表
彰
も
受
け
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
あ
と
、
今
も
そ
こ
で
暮
ら
す
「
十
八
人
の
奥
さ
ん
た
ち
は
、『
自
分
で
選
ん
だ
道
だ
か
ら
』
と
一
様
に
言
う
だ
け
で
、
多
く
を
語
り
た
が
ら
な
い
」
と
記
事
を
結
ん
で
い
る
。
日
清
戦
争
の
「
名
誉
の
負
傷
兵
」
が
戦
後
に
は
「
世
の
不
具
者
と
列
を
同
ふ
し
」
嫌
忌
の
対
象
と
な
っ
て
冷
遇
さ
れ
る
中
、
日
露
戦
争
が
始
ま
る
と
再
び
「
名
誉
の
負
傷
」
と
歓
喜
の
声
が
湧
き
あ
が
り
、
戦
争
が
終
わ
る
と
「
癈
兵
」
と
い
う
「
不
具
者
」
と
し
て
憐
憫
や
嫌
忌
や
差
別
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
日
中
戦
争
や
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
ま
た
「
誉
の
傷
痍
兵
」「
白
衣
の
勇
士
」
と
称
え
ら
れ
「
崇
高
な
花
嫁
」
ま
で
迎
え
、
や
が
て
戦
争
が
終
わ
る
と
忘
れ
去
ら
れ
て
何
十
年
も
箱
根
の
療
養
所
で
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
る
。
欺
瞞
だ
と
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
戦
争
が
起
こ
る
た
び
に
国
民
の
間
に
「
名
誉
」
が
蘇
る
の
は
、
一
体
ど
う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
二
〇
参
考
文
献
荒
川
章
二
『
地
域
と
軍
隊
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
一
年
一
ノ
瀬
俊
也
『
近
代
日
本
の
徴
兵
制
と
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
今
西
聡
子
「
史
料
紹
介
・
翻
刻
田
中
小
一
郎
『
日
露
戦
争
従
軍
日
誌
』」『
文
化
論
輯
』
第
一
六
号
、
神
戸
女
学
院
大
学
大
学
院
、
二
〇
〇
九
年
「
中
山
寺
の
日
露
戦
病
死
者
追
弔
絵
馬
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
『
歴
史
と
神
戸
』
第
五
〇
巻
第
三
号
、
二
〇
一
一
年
「
日
露
戦
争
期
の
陸
軍
転
地
療
養
所
｜
中
山
寺
の
事
例
を
中
心
に
｜
」『
市
史
研
究
紀
要
た
か
ら
づ
か
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
三
年
「
日
本
陸
軍
の
軍
事
医
療
｜
病
院
・
療
養
所
」『
地
域
の
な
か
の
軍
隊
第
8
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
大
江
志
乃
夫
『
日
露
戦
争
の
軍
事
史
的
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
大
阪
府
救
済
事
業
研
究
会
編
『
大
阪
慈
恵
事
業
乃
栞
』
一
九
一
七
年
郡
司
淳
『
軍
事
援
護
の
世
界
軍
隊
と
地
域
社
会
』
同
成
社
、
二
〇
〇
三
年
「
傷
痍
軍
人
の
視
座
か
ら
戦
争
の
時
代
を
読
み
解
く
た
め
に
」『
編
集
復
刻
版
傷
痍
軍
人
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
関
係
資
料
集
成
第
一
巻
』
六
花
出
版
、
二
〇
一
四
年
高
砂
町
史
編
纂
委
員
会
『
高
砂
市
史
高
砂
町
誌
』
一
九
八
〇
年
内
務
省
地
方
局
『
三
十
七
八
年
援
護
事
業
誌
』
一
九
〇
七
年
矢
野
慎
一
「
傷
痍
軍
人
療
養
所
の
歴
史
｜
特
に
箱
根
療
養
所
を
中
心
と
し
て
｜
」『
小
田
原
地
方
史
研
究
』
第
二
〇
号
、
一
九
九
七
年
山
田
明
「
日
露
戦
争
時
の
廃
兵
の
生
活
困
窮
と
援
護
計
画
｜
廃
兵
院
設
立
と
内
務
省
廃
兵
調
査
の
地
方
展
開
を
中
心
に
し
て
｜
」『
日
本
福
祉
教
育
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
第
四
巻
第
二
号
別
冊
、
日
本
福
祉
教
育
専
門
学
校
、
一
九
九
五
年
「
日
露
戦
争
時
帰
郷
廃
兵
の
生
活
と
地
域
援
護
｜
長
野
県
下
廃
兵
調
査
を
中
心
に
｜
」『
日
本
福
祉
教
育
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
第
五
巻
第
一
号
別
冊
、
日
本
福
祉
教
育
専
門
学
校
、
一
九
九
六
年
「
日
露
戦
後
明
治
期
に
お
け
る
廃
兵
の
生
活
問
題
と
廃
兵
院
政
策
の
特
質
」『
日
本
福
祉
教
育
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
第
十
三
巻
第
一
号
別
冊
、
日
本
福
祉
教
育
専
門
学
校
、
二
〇
〇
五
年
「
明
治
期
陸
軍
転
地
療
養
所
と
湯
河
原
・
箱
根
・
熱
海
」
『
日
本
福
祉
教
育
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
第
十
五
巻
第
一
号
、
日
本
福
祉
教
育
専
門
学
校
、
二
〇
〇
七
年
「
生
島
永
太
郎
と
辰
巳
会
・
大
阪
保
誉
院
｜
機
関
雑
誌
『
廃
兵
之
友
』
を
材
料
に
し
て
｜
」『
天
理
大
学
人
権
問
題
研
究
紀
要
』
第
一
三
号
、
天
理
大
学
、
二
〇
一
〇
年
陸
軍
省
編
『
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
陸
軍
衛
生
史
第
一
巻
衛
生
勤
務
』
日
露
戦
役
陸
軍
衛
生
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
一
二
年
陸
軍
省
編
纂
『
明
治
卅
七
八
年
戦
役
陸
軍
政
史
第
七
巻
』
山
田
忠
、
一
九
一
一
年
（
湘
南
堂
書
店
、
一
九
八
三
年
復
刻
）
二
一
日
露
戦
争
の
傷
病
兵
と
地
域
社
会
註１
）
今
西
聡
子
「
史
料
紹
介
・
翻
刻
田
中
小
一
郎
『
日
露
戦
争
従
軍
日
誌
』」『
文
化
論
輯
』
第
一
六
号
、
神
戸
女
学
院
大
学
大
学
院
、
二
〇
〇
九
年
（
原
本
は
城
崎
町
森
貞
淳
一
氏
所
蔵
）
2
）
明
治
三
七
年
八
月
一
七
日
『
神
戸
又
新
日
報
』「
城
崎
温
泉
の
傷
病
兵
」
3
）
明
治
三
七
年
八
月
一
七
日
『
神
戸
又
新
日
報
』「
傷
病
兵
歓
迎
」
4
）
太
田
垣
士
郎
伝
編
集
会
議
『
呼
ぼ
う
よ
雲
を：
太
田
垣
士
郎
伝
』
一
九
七
六
年
、
ｐ
25
5
）
明
治
三
七
年
一
一
月
五
日
『
神
戸
又
新
日
報
』「
傷
病
兵
の
転
療
と
高
砂
町
」
6
）
明
治
三
七
年
九
月
一
日
『
大
阪
朝
日
新
聞
』「
有
馬
よ
り
」
7
）
陸
軍
省
編
纂
『
明
治
卅
七
八
年
戦
役
陸
軍
政
史
第
七
巻
』
山
田
忠
、
一
九
一
一
年
（
湘
南
堂
書
店
、
一
九
八
三
年
復
刻
）
ｐ
38
8
）
今
西
聡
子
「
日
露
戦
争
期
の
陸
軍
転
地
療
養
所
｜
中
山
寺
の
事
例
を
中
心
に
｜
」『
市
史
研
究
紀
要
た
か
ら
づ
か
』
第
26
号
、
二
〇
一
三
年
9
）
JA
C
A
R
.R
ef.C
03020236200
、
明
治
三
七
年
「
満
密
大
日
記
明
治
三
七
年
十
月
十
一
月
十
二
月
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）
10
）
明
治
三
七
年
九
月
一
五
日
『
神
戸
又
新
日
報
』「
傷
病
兵
を
訪
ふ
」
11
）
明
治
三
七
年
九
月
七
日
『
神
戸
又
新
日
報
』「
中
山
寺
の
病
兵
」
12
）
明
治
三
七
年
九
月
四
日
『
大
阪
朝
日
新
聞
』「
有
馬
よ
り
」
13
）
JA
C
A
R
.R
ef.C
03020238600
、
明
治
三
七
年
「
満
密
大
日
記
明
治
三
七
年
十
月
十
一
月
十
二
月
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）
14
）
明
治
三
七
年
九
月
二
七
日
『
大
阪
朝
日
新
聞
』「
有
馬
短
信
」
15
）
明
治
三
七
年
七
月
一
五
『
神
戸
新
聞
』「
有
馬
近
況
と
病
傷
兵
の
昨
今
」
16
）
前
掲
、JA
C
A
R
.R
ef.C
03020238600
17
）
JA
C
A
R
.R
ef.C
03020239000
、
明
治
三
七
年
「
満
密
大
日
記
明
治
三
七
年
十
月
十
一
月
十
二
月
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）
18
）
同
右
19
）
明
治
三
八
年
一
月
二
〇
日
『
大
阪
朝
日
新
聞
神
戸
附
録
』「
投
書
」
20
）
前
掲
、JA
C
A
R
.R
ef.C
03020239000
21
）
陸
軍
省
編
纂
『
明
治
卅
七
八
年
戦
役
陸
軍
政
史
第
七
巻
』
「
戦
地
還
送
患
者
取
締
ニ
関
ス
ル
内
訓
」（
明
治
三
七
年
九
月
二
四
日
付
）
22
）
明
治
三
八
年
八
月
二
四
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』「
名
誉
の
勇
士
自
殺
を
企
つ
」
23
）
明
治
三
八
年
八
月
三
〇
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』「
勇
士
の
自
殺
未
遂
に
就
て
」
24
）
郡
司
淳
『
軍
事
援
護
の
世
界
軍
隊
と
地
域
社
会
』
同
成
社
、
二
〇
〇
三
年
、
ｐ
111
25
）
内
務
省
地
方
局
『
細
民
調
査
統
計
表
摘
要
』
一
九
一
四
、
ｐ
90
26
）
『
神
戸
又
新
日
報
』「
癈
兵
救
済
案
」（
明
治
三
九
年
二
月
『
癈
兵
の
友
』
第
4
号
、
し
ょ
う
け
い
館
所
蔵
）
27
）
山
田
明
「
日
露
戦
争
時
の
廃
兵
の
生
活
困
窮
と
援
護
計
画
｜
廃
兵
院
設
立
と
内
務
省
廃
兵
調
査
の
地
方
展
開
を
中
心
に
し
て
｜
」
『
日
本
福
祉
教
育
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
第
四
巻
第
二
号
別
冊
、
日
本
福
祉
教
育
専
門
学
校
、
一
九
九
五
年
28
）
明
治
三
八
年
一
〇
月
三
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』「
愛
国
婦
人
会
二
二
で
癈
兵
の
名
誉
徽
章
の
計
画
」
29
）
明
治
三
九
年
三
月
二
九
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』「
癈
兵
及
遺
家
族
徽
章
」
30
）
『
京
都
日
出
新
聞
』（
明
治
三
九
年
五
月
『
癈
兵
之
友
』
第
7
号
）
31
）
明
治
四
〇
年
七
月
『
癈
兵
之
友
』
第
19
号
「
社
説
」
32
）
明
治
三
八
年
一
〇
月
二
〇
日
『
読
売
新
聞
』「
癈
兵
の
収
容
救
護
」
33
）
明
治
三
九
年
六
月
『
癈
兵
之
友
』
第
8
号
「
軍
人
援
護
会
の
解
散
」
34
）
辰
己
会
会
則
第
一
條
（『
癈
兵
之
友
』
掲
載
）
35
）
大
阪
府
救
済
事
業
研
究
会
編
『
大
阪
慈
恵
事
業
乃
栞
』
大
阪
府
、
一
九
一
七
年
36
）
明
治
四
〇
年
七
月
『
癈
兵
之
友
』
第
19
号
「
辰
巳
会
の
設
立
と
癈
兵
之
友
の
成
立
」
37
）
山
田
明
氏
の
先
駆
的
研
究
「
生
島
永
太
郎
と
辰
巳
会
・
大
阪
保
誉
院
｜
機
関
雑
誌
『
廃
兵
之
友
』
を
材
料
に
し
て
｜
」『
天
理
大
学
人
権
問
題
研
究
紀
要
』
第
13
号
（
天
理
大
学
、
二
〇
一
〇
年
）
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
38
）
土
屋
嘉
男
『
思
い
出
株
式
会
社
』
清
水
書
院
、
一
九
九
三
年
39
）
昭
和
一
三
年
七
月
二
四
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』「
誉
れ
の
傷
痍
兵
に
嫁
げ
愛
国
婦
人
会
が
全
国
会
員
ヘ
檄
」、
昭
和
一
三
年
一
〇
月
一
一
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』「
傷
兵
の
為
『
崇
高
な
花
嫁
』
を
育
む
」
40
）
昭
和
四
五
年
八
月
七
日
『
朝
日
新
聞
』「
忘
れ
去
ら
れ
生
き
抜
く
日
々
国
立
箱
根
療
養
所
」
41
）
同
右
42
）
同
右
二
三
日
露
戦
争
の
傷
病
兵
と
地
域
社
会
